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◎
自
治
組
織
へ
の
加
入
率
が
右
肩
下
が

り
に
な
っ
て
い
る
。
自
治
組
織
ス
タ

ッ
フ
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
治
組

織
の
弱
体
化
に
つ
い
て
行
政
の
政
策

方
針
が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

一
般
質
問
に
よ
り
対
応

令
和
６
年
12
月
議
会
に
て
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
分
析
と
次

期
推
進
計
画
へ
の
考
え
方
に
つ
い

て
」
代
表
者
が
一
般
質
問
を
実
施
。

市
の
答
弁

市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
役

員
に
よ
る
情
報
交
換
会
で
、
実
践
経

験
の
あ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招
き

町
内
会
加
入
率
を
向
上
さ
せ
る
工
夫

や
、
先
進
事
例
を
学
ぶ
場
を
設
け
て

い
る
。

ま
た
、
今
年
度
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
地
域
自
治
組
織
の
多
様
な
支

え
手
を
見
つ
け
る
事
業
を
始
め
、
各

地
域
組
織
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
な
の
か
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
行
っ

て
い
る
。
令
和
７
年
で
最
終
年
度
と

な
る
第
３
期
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
設

置
予
定
の
策
定
委
員
会
で
議
論
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会

◎
市
役
所
内
の
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ

リ
ー
ス
ト
ア
ー
の
閉
店
の
理
由
。
閉

店
に
伴
う
損
害
お
よ
び
改
修
に
つ
い

て
、
空
き
空
間
の
利
用
、
再
店
舗
の

可
能
性
に
つ
い
て
。

市
の
回
答

市
役
所
周
辺
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
が
出
店
し
た
こ
と
、
電
気
料
金

が
高
騰
し
た
こ
と
、
健
康
福
祉
部
が

あ
い
プ
ラ
ザ
に
移
転
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し
採
算
が

取
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
閉
店

し
た
。
損
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
今

後
の
活
用
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◎
本
市
で
い
く
つ
か
の
学
校
に
浄
水
器

を
設
置
し
た
が
、
機
種
は
同
じ
も
の

な
の
か
。
機
種
選
定
の
参
考
に
す
る

な
ら
別
の
機
種
を
設
置
す
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

市
の
回
答

今
年
度
、
教
育
環
境
の
向
上
の
た
め
、

小
学
校
１
校
、
中
学
校
２
校
の
冷
水

器
を
先
行
設
置
し
た
。
機
種
に
つ
い

て
は
衛
生
面
を
最
優
先
に
、
管
理
・

コ
ス
ト
面
等
を
検
討
し
選
定
し
た
。

今
後
設
置
す
る
機
種
に
つ
い
て
は
、

設
置
し
た
学
校
の
児
童
生
徒
の
ア
ン

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

ケ
ー
ト
な
ど
も
踏
ま
え
、
新
し
い
機

種
の
開
発
情
報
も
、
合
わ
せ
て
選
定

を
し
て
い
き
た
い
。

◎
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
全
体
の

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
ご
と
の
特
徴
を
ど
の
よ
う

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
全
体

像
の
デ
ザ
イ
ン
を
具
体
的
に
教
え
て

も
ら
い
た
い
。

環
境
産
業
常
任
委
員
会

令和６年度の議会報告会は、７月15日にあいプラザで、８月７～９日の３日間は、
廿日市市全域の中の８か所で開催しました。ご参加の皆様からいただいたご意見を、所
管する委員会に振り分け、次のとおり対応をしました。
なお、掲載しきれなかったご意見・回答等は、議会のホームページに掲載していますの
で、そちらをご覧ください。
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◎
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
作
る
の
は
い
い
が
、

処
分
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
の
回
答

太
陽
光
発
電
設
備
の
廃
棄
に
関
し
て

は
環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
廃
棄

物
処
理
法
に
従
い
適
切
な
処
分
が
必

要
で
あ
り
、
同
省
や
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
市
の
太
陽
光

発
電
設
備
に
関
す
る
補
助
金
の
ペ
ー

ジ
に
も
、
国
の
チ
ラ
シ
を
掲
載
す
る

な
ど
、
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
を
検

討
し
て
い
る
市
民
や
事
業
者
に
向
け

て
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎
未
来
物
流
産
業
団
地
か
ら
宮
島
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
へ
の
山
陽
自
動
車
道

の
接
道
に
つ
い
て
、
渋
滞
や
歩
行
者

の
安
全
を
懸
念
す
る
。
４
車
線
化
し

て
ほ
し
い
。

市
の
回
答

未
来
物
流
産
業
団
地
造
成
事
業
に
お

け
る
交
通
量
に
つ
い
て
、
１
日
当
た

り
１
８
０
０
台
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

未
来
物
流
産
業
団
地
造
成
事
業
か
ら

山
陽
自
動
車
道
の
側
道
で
あ
る
市
道

上
平
良
宮
内
幹
線
に
お
い
て
は
、
１

日
当
た
り
の
交
通
量
が
５
６
０
０
台

建
設
常
任
委
員
会

市
の
回
答

現
廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
で

は
、
①
宮
島
に
関
す
る
こ
と
②
廿
日

市
・
大
野
・
佐
伯
・
吉
和
地
域
に
関

す
る
こ
と
③
市
全
体
に
関
す
る
こ
と

の
３
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
①
で

は
宮
島
ブ
ラ
ン
ド
力
の
維
持
・
向
上

を
図
る
、
宮
島
で
の
滞
在
時
間
の
延

長
や
閑
散
期
に
お
け
る
集
客
を
図
る
、

宮
島
の
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
す
る
、

歴
史
的
節
目
や
対
象
に
応
じ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
４
つ
の
施
策
、

②
で
は
、〈
廿
日
市
〉
歴
史
文
化
や

都
市
機
能
の
活
用
と
海
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
活
か
し
た
交
流
地
域
づ
く

と
な
っ
て
い
る
。
道
路
構
造
令
に
お

い
て
、
市
道
上
平
良
宮
内
幹
線
の
道

路
規
格
上
、
１
車
線
当
た
り
の
交
通

量
を
９
０
０
０
台
と
見
込
ん
で
お
り
、

現
在
交
通
量
の
５
６
０
０
台
に
発
生

集
中
量
の
１
８
０
０
台
が
加
わ
っ
て

も
影
響
は
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
に
つ
い
て
は
、
未
来

物
流
産
業
団
地
造
成
工
事
に
併
せ
て

市
道
上
平
良
宮
内
幹
線
に
歩
道
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
宮
園
団
地
か
ら
宮

島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ま
で
歩
道
が
連

続
す
る
こ
と
と
な
り
、
歩
行
者
の
安

全
は
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
造
成
工
事

や
市
道
整
備
が
完
了
し
た
後
、
周
辺

道
路
の
交
通
状
況
を
注
視
す
る
と
共

に
交
通
安
全
上
の
課
題
が
発
生
し
た

場
合
、
そ
の
原
因
解
消
に
努
め
、
地

域
と
連
携
し
必
要
な
対
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

り
、〈
大
野
〉
宮
島
と
連
携
し
た
温

泉
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
自
然
・

歴
史
と
海
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活

か
し
た
交
流
地
域
づ
く
り
〈
佐
伯
〉

自
然
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
農

園
・
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
体
験
交

流
地
域
づ
く
り
、〈
吉
和
〉
中
国
山

地
の
自
然
や
滞
在
施
設
、
豊
か
な
食

材
を
活
用
し
た
体
験
交
流
地
域
づ
く

り
③
で
は
、
宮
島
と
市
内
各
地
域
を

つ
な
ぎ
経
済
効
果
を
高
め
る
な
ど
の

施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◎
原
地
区
の
畑
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
電

気
柵
の
補
助
は
な
い
か
。

市
の
回
答

本
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
か
ら
農
林
水

産
物
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
防
護

柵
や
電
気
柵
な
ど
の
設
置
に
要
す
る

費
用
の
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に

改
正
し
、
制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
産
地
消
を
進
め
る
観
点
か

ら
も
、
農
産
物
へ
の
被
害
防
止
に
対

す
る
支
援
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
防
護
柵
等
の
資
材
高
騰

や
、
産
直
市
等
へ
出
荷
す
る
生
産
者

の
実
情
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
現

状
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
他
の
自

治
体
の
補
助
制
度
等
の
状
況
を
調
査

し
、
現
行
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
検

証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご参加の皆様からいただいた
ご意見は
●委員会で調査・検討するも
の

●執行部へ回答を求めるもの
●執行部へ意見・要望として
伝えるもの

●その他（報告会で回答済、
一般質問で実施など）

に仕分けて対応しています
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